
第１ストップ

第１ストップ
第2ストップ
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④

⑤

⑥

プッシュロッドを第１ストップまで押した状態でチップの先を水につけ，ゆっく
りとプッシュロッドを押さえていた指をもどして，吸い上げる。

ゆっくりと第１ストップまで押し，液を出し，
さらに第２ストップまで押して，チップ内の液を完全に出す。

チップを外す。

はき出し方

吸い上げ方

※プッシュロッドを押さえていた指を勢い良く戻すと，
正確に吸い上げることができないことがある。

チップイジェクターボタンを押して外す。
手でつまんで外してもよい。

チップ回収カップの
中に入れる。



10倍希釈液 100倍希釈液

？？

酵素なし酵素あり

？？

実技競技①

– 7 –

【例 題】

例題１（希釈のしかた）

希釈をして濃度のちがうデンプン溶液を作る

１０倍希釈，１００倍希釈のデンプン溶液にヨ
ウ素を入れて，反応の色のちがいを確認する。

デンプン溶液にアミラーゼ酵素液を入れた
ものと，入れないものを用意して，ヨウ素を
入れて反応の色のちがいを確認する。

例題２（濃度による色のちがい）

ヨウ素デンプン反応の色のちがいを確認する

例題３（消化反応の確認）

アミラーゼ酵素液でデンプンを消化させる

デンプン原液（１倍）→１０倍希釈液，１００倍希釈液



デンプン原液（100μL）

水（900μL）

１０倍希釈
デンプン溶液
（1000μL）

実技競技①
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例題１：希釈をして濃度のちがうデンプン溶液を作る

10 倍希釈，100 倍希釈のデンプン溶液を作る。

ふたに「10」，「100」の印がついた
1.5 ｍLチューブを使う。

デンプン原液を100μL量り取る。

オレンジのマイクロピペットの
目盛りを「１００」にセットする。
これで 100 μL量り取ることができる。

①

（1）10倍希釈のデンプン溶液（1000μL）を作る

〈操作手順〉

② デンプン原液 100 μLを，「10」印の 1.5mL チューブに入れる。

「10」

デンプン原液



1.5

1.0

0.5

0.1

「10」

1.5

1.0

0.5

水

実技競技①
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④ チップを外す。

1. 5 mL チューブの 0.1 の目盛りま
で入っていることを確認する。

③

⑤ ブルーのマイクロピペットの目盛りを「９０」にセットする。
これで 900 μL量り取ることができる。

水を９00μLを量り取る。

⑥ 水 900 μLを，「10」印の 1. 5 mL チューブに入れる。

⑦

チップを外す。

 1. 5 mL チューブの 1.0 の目盛り
まで入っていることを確認する。

⑧

⑨ 1. 5 mL チューブのふたをして振って
混ぜる。



「10」 「10」

「10」 「100」

1.5

1.0

0.5

0.1

デンプン原液（10μL）

10倍希釈デンプン溶液（100μL）

水（990μL）

水（900μL）

100 倍希釈
デンプン溶液
（1000μL）

100 倍希釈
デンプン溶液
（1000μL）

20μ L未満測定不能

×
〈操作手順〉

「10」 「100」

実技競技①
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（2）100倍希釈のデンプン溶液（1000μL）を作る

② 10 倍希釈のデンプン溶液 100 μLを，「１００」の
印の 1. 5 mL チューブに入れる。

10倍のデンプン溶液を100μL量り取る。

オレンジのマイクロピペットの
目盛りを「１００」にセットする。
これで 100 μL量り取ることができる。

①

1 . 5mL チューブの 0.1 の目盛りまで
入っていることを確認する。



1.5

1.0

0.5

「10」 「100」

水

実技競技①
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水 900 μLを，「100」印の 1.5mL チューブに入れる。④

ブルーのマイクロピペットの目盛りを
「０９０」にセットする。
これで 900 μL量り取ることができる。

水を９00μLを量り取る。

③

⑤

⑥

 1. 5mL チューブの 1.0 の目盛りまで
入っていることを確認する。

チップを外す。

⑦ 1.5mL チューブのふたをして振って
混ぜる。

10 倍希釈，100 倍希釈の２種類の
濃度のちがうデンプン溶液の完成。



10倍希釈 100倍希釈

「10」

A1
10倍

A2
100倍

A2

セルプレート

ヨウ素液

「100」

10倍
A1 A2

100倍

A1

実技競技①
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例題２：ヨウ素デンプン反応の色のちがいを確認する
１０倍希釈，１００倍希釈のデンプン溶液に
ヨウ素を入れて，反応の色のちがいを確認する。

２種類の濃度のちがうデンプン溶液
を，オレンジのマイクロピペットで，
200 μLずつ量り取って，
セルプレートの
A1に「10 倍希釈」，
A2に「100 倍希釈」を
入れる。

①のそれぞれに，オレンジのマイクロピペッ
トで，ヨウ素液を 20 μLずつ入れる。

ヨウ素デンプン反応後の
色のちがいを観察する。

①

②

③

デンプン溶液の濃度が変わるときは
必ずチップを変える。

100μLなど，量り取る量が少ないとき
は，第１ストップまでの動くはばが小さ
くなる。
注意をして位置を確認する。

10倍希釈デンプン溶液200μL ヨウ素液20μL

ヨウ素液20μL

反応観察

反応観察

100倍希釈デンプン溶液200μL

〈操作手順〉

1.5mL チューブのふたをして振って混
ぜる。



「10」 「100」

アミラーゼ酵素液
100μL

アミラーゼ酵素液
あり

C1 C2

水
100μL

アミラーゼ酵素液
なし

ヨウ素液
20μL

C1 C2

〈操作手順〉

水100μL
セルプレートC1

セルプレートC2

アミラーゼ酵素液100μL ヨウ素液20μL

ヨウ素液20μL
反応観察

反応観察

10倍希釈デンプン溶液300μL

30秒後

30秒後

C1 C2

C1 C2

実技競技①
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例題３：アミラーゼ酵素液でデンプンを消化させる
デンプン溶液にアミラーゼ酵素液を入れたものと，入れないものを用意して，ヨウ素を入れ
て反応の色のちがいを確認する。

10 倍に希釈したデンプン溶液を，
ブルーのマイクロピペットで
300 μLずつ量り取って，
セルプレートの
C1と C2に
それぞれ入れる。

２本のオレンジのマイクロピペットで，水 100 μL，アミラーゼ酵素液 100 μLを
量り取り，水を C1に，アミラーゼ酵素液を C2に，同時に入れる。入れると同

３０秒後，２本のオレンジの
マイクロピペットで，
ヨウ素液 20 μL量り取り，
２つのセルに同時に入れる。

ヨウ素デンプン反応後の
色のちがいを観察する。

①

②

③

④

時にストップ
ウォッチで時
間をはかる。


